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■実践報告

HPH介入シートを使用した経済的困窮者・社会的孤立者への介入
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経済的困窮や社会的孤立は人々の健康を害する社
会的決定要因である1）。入院を契機に２つの要因
への介入が必要な患者を見逃さないために新たに
介入方法を導入し実践したので報告する。

当院で用いていたHPH介入シート（喫煙,アル
コール,栄養状態,運動）に2021年4月から「医療機
関で用いる患者の生活困窮評価尺度1）」の項目を
新たに追加した。項目の聞き取りは問診票に組み
込み、入院時に聞き取りを行っている。介入の判
断基準は、この1年で家計の支払いに困ったことが
ある方。この1年に給与や年金の支給日前に暮らし
に困ったことがある方を経済的困窮介入者とした。
また、友人・知人と連絡（方法は問わない）をす
る機会がない方。家族・親戚と連絡する機会がな
い方を社会的孤立介入者とした。抽出された介入
者への関わりは、現在、コロナ禍であるため経済
的困窮介入者のみとしソーシャルワーカーが、介
入必要者への面談を行い支援が必要な方に対し適
切な制度に繋いでいる。

HPH介入シートで経済的困窮介入者と判断された
人数は4月1日～9月30日までに64名だった。（総
数780件）ソーシャルワーカーが介入し無料低額診
療へ21名,（介入シートによる関わり12名）生活保
護制度へ3名（介入シートによる抽出2名）が繋
がった。

①当院への入院を機に今まで見逃されていた経済
的困窮者を拾い上げができている。②介入デー
ターを担当委員会等で分析、検討できる仕組みが
導入できた。③問診だけでは、介入必要者を全て
抽出は出来なったがソーシャルワーカーの業務支援、
ダブルチェツク的な機能を有している仕組みであるこ

とがわかった。④今後、継続普及させるためには、
医事課入力作業がなくても直接データー処理でき
るソフトの開発が望まれる。


